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概要  
 外部複基準法では， 
     異なる条件で測定したケミカルシフトを，統一したスケールで表します． 
 
 ケミカルシフトは核磁気共鳴分光法で得られる最も基本的な情報で，通常，基純物質（テトラメチ
ルシランなど）を試料溶液に溶解させて測定します．この時，１つの試料中のすべての化合物のケミ
カルシフトは，基純物質の溶存状態にこだわることなく比較することができる便利な量です．しかし，
２つ以上の試料，あるいは濃度・温度などの測定条件が異なると，溶存状態の異なる基準物質を参照
して定量化したケミカルシフトはもはや比較ができません．物差しが違ってしまっているのです．物
差しを統一するために，外部基準法が用いられますが，この時，試料の体積磁化率と基準物質溶液の
体積磁化率の差を知る必要があります．外部複基準法はこの試料と基準部室溶液の体積磁化率の差を
in situに測定して，ケミカルシフトのデータに補正を加えます．統一したスケールで表したケミカル
シフトは，厳密な比較が可能になります． 
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 外部複基準法では，こ
のように先端を球状に
した内管に基純物質を
封入します． 
 たとえば，異なる温
度で測定したデータ
を，上のような仮想的
な測定条件のデータに
変換して，厳密に比較
できます． 
水プロトンのケミカルシフトをスケ
ールを統一して表した結果です
(□)．密度から計算した磁化率で補
正した値(•)とよく一致します． 
